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第 216 回浦添市議会定例会の開会にあたり、令和８年度の

施 政 方 針 を 申し 上 げ 、 議 員各 位 並 び に 市民 の 皆 様 に ご理 解 と

ご協力を賜りたいと存じます。  

私は、平成 25 年に浦添市長としての第一歩を踏み出し、以

来 13 年 間 全力 で 浦 添 市 の ま ち づ く り に 取 り 組 ん で ま い り ま

した。４期目となる現在は「もっと市民の横に、市民と共に 」

を キ ャ ッ チ フレ ー ズ に 、 日々 変 化 す る 地域 社 会 の 動 向を 注 視

し 、 そ の 変 化に 柔 軟 に 対 応し た 市 政 運 営を 行 っ て い ると こ ろ

でございます 。  

国の動向としましては、昨年 10 月高市内閣が発足し、12 月

に は 補 正 予 算が 国 会 で 成 立い た し ま し た。 一 般 会 計 歳出 総 額

は約 18 兆円と近年ではコロナ禍を除いて最大規模であり、物

価 高 騰 対 策 が大 き な 柱 と なっ て お り ま す。 こ れ を 受 け、 本 市

も 物 価 高 騰 対応 重 点 支 援 地方 創 生 臨 時 交付 金 に よ り 、本 市 独

自 の 物 価 高 騰対 策 事 業 に 広く 取 り 組 ん でい る と こ ろ でご ざ い

ます。  

物 価 高 騰 対 策事 業 に つ き まし て は 、 一 日で も 早 く 支 援を 開

始 す べ く 、 全事 業 一 斉 に 実施 す る の で はな く 、 事 業 スキ ー ム

が整った事業から順次実施しているところでございます。  

ま ず は 、 全 市民 に 対 し 一 人 ５ 千 円 を 支 給す る こ と と しま し

た 。 ま た 、 水道 料 金 に お ける 基 本 料 金 ２か 月 分 を 全 額免 除 と

し ま し た 。 全市 民 が 恩 恵 を受 け る こ と がで き る 当 該 ２事 業 の

準備・実施を最優先に考え、昨年 12 月市議会定例会において

議決をいただいたところでございます。  

加 え て 、 ０ 歳か ら 高 校 生 年代 ま で の 児 童を 養 育 す る 父母 等

に対し、児童一人当たり２万円を支給いたします。同じく 12

月市議会定例会で議決をいただいており、今月 18 日から支給

を開始しているところでございます。  

また、去る 1 月の臨時会におきましては 、 75 歳以上の後期

高 齢 者 へ の 生活 支 援 と し て 一 人 ３ 千 円 の支 給 及 び 児 童セ ン タ
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ー を 通 じ た 子育 て 支 援 策 への 議 決 を い ただ き ま し た 。 後 期 高

齢 者 へ の 支 援に つ き ま し ては 、 全 市 民 への ５ 千 円 支 給 と 併 せ

て 支 給 す る こと を 考 え て おり 、 鋭 意 準 備を 進 め て い ると こ ろ

でございます。  

その他、令和８年度当初予算としまして、給食費補助 、コン

ビ ニ 交 付 サ ービ ス に お け る一 部 証 明 書 発行 手 数 料 の 減額 及 び

自 治 会 Ｌ Ｅ Ｄ防 犯 灯 新 設 設置 補 助 の 予 算案 を 本 議 会 に上 程 し

て お り ま す 。特 に 給 食 費 補助 に つ き ま して は 、 市 立 小中 学 校

の 学 校 給 食 費を １ 年 間 全 額無 償 化 に す るこ と に よ り 、子 育 て

世代への大きな支援になるものと思います。  

以 上 、 物 価 高騰 対 策 事 業 につ い て ご 説 明い た し ま し た。 国

の 交 付 金 を 活用 し 、 こ れ らの 事 業 を 迅 速に 取 り 組 み 、物 価 高

騰の影響を受けている市民を支援してまいり ます。  

さて、本市は昨年市制施行 55 周年の年でございました。節

目 の 年 に あ たり 、 こ れ ま での 浦 添 の 歴 史を 振 り 返 り 、ま ち づ

くり の 基 礎を 築い て こ られ た先 人 に 改め て感 謝 と 敬意 を表 し 、

そ の 歴 史 ・ 誇り を 未 来 に つな げ 、 更 な る発 展 へ の 決 意を 新 た

にしたところでございます。  

発 展 を 続 け る中 で 、 浦 添 グス ク の よ う な昔 も 今 も 変 わら ぬ

シ ン ボ ル 的 な場 所 も あ れ ば、 今 後 新 た に浦 添 の 顔 と なり 、 市

民 の 更 な る 健康 増 進 に 寄 与す る 場 所 も 誕生 い た し ま す。 こ れ

までのような運動を行う機能 だけではなく、新たに「観る」機

能 を 備 え た 施設 と し て 、 プロ ス ポ ー ツ やト ッ プ ア ス リー ト の

競 技 を 観 戦 する こ と が 可 能 と な り ま す 。そ こ で は 、 青少 年 を

は じ め 多 く の市 民 に 感 動 や興 奮 、 ス ポ ーツ へ の 関 心 や意 欲 の

向 上 を も た らす こ と も 期 待さ れ て お り 、多 く の 市 民 に新 た に

「 観 る 」 と いう 楽 し さ を 体感 し て い た だき た い と 考 えて お り

ます。あわせて、陸上競技場の再整備にも鋭意取り組 み、一日

も 早 く 市 民 の皆 様 に 喜 ん でい た だ け る よう こ れ ま で 以上 に 誠

心誠意職員一丸となって取り組んでまいり ます。  
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将 来 の 新 た な顔 と し て 大 きな 期 待 が 寄 せら れ て い る のが 、

西 海 岸 地 区 でご ざ い ま す 。那 覇 港 浦 添 ふ頭 地 区 に つ きま し て

は 、 世 界 水 準の 観 光 リ ゾ ート 地 を 形 成 する た め 自 然 環境 を 活

か す と と も に、 隣 接 す る 牧港 補 給 地 区 跡地 と の 一 体 的利 用 を

想定した交流・賑わい空間の創出を推進してまいります。  

牧 港 補 給 地 区跡 地 は 、 空 港や 港 湾 に 近 接し た 優 れ た 立地 に

加え、約 270 ヘクタールもの広大な土地を一から開発できる

可 能 性 に 満 ちた 夢 の あ る エリ ア で ご ざ いま す 。 現 在 、民 間 主

導で設立された「ＧＷ 2050 ＰＲＯＪＥＣＴＳ推進協議会」に

参画し、跡地利用の検討が進められています。昨年 、国の「経

済 財 政 運 営 と改 革 の 基 本 方針 」 い わ ゆ る骨 太 の 方 針 にお き ま

し て 、 早 期 実現 に 向 け た 取り 組 み が 明 記さ れ ま し た 。今 後 は

当 該 協 議 会 との 連 携 を 深 めな が ら 、 市 益の 最 大 化 を 目指 し つ

つ、西海岸地区の将来像を描いてまいります。  

 内 陸 部 に つき ま し て は 、限 ら れ た 土 地の 利 用 増 進 を図 る べ

く、土地区画整理事業を推進してまいります。現在、市施行の

浦添南第一地区、浦添南第二地区、浦添前田駅周辺地区と、組

合 施 行 の て だこ 浦 西 駅 周 辺地 区 の ４ 地 区の 土 地 区 画 整理 事 業

が 同 時 に 進 行し て お り ま す。 無 秩 序 な 市街 化 を 防 ぎ 、健 全 な

市街地の造成を進めてまいります。なお、当事業を推進し、ま

ち の 魅 力 を 高め る こ と は 、市 民 の 市 外 への 転 出 抑 制 ・市 外 か

ら の 転 入 促 進に つ な が り 、人 口 減 少 対 策に も 大 き く 寄与 す る

も の と 考 え ます 。 財 政 面 にお い て も 、 固定 資 産 税 等 の税 収 増

も 期 待 で き ます 。 現 在 直 面し て い る 課 題解 決 に も し っか り と

取 り 組 む と 同時 に 、 将 来 への 投 資 と な る土 地 区 画 整 理事 業 も

着 実 に 進 め 、バ ラ ン ス を 考慮 し た 市 政 運営 を 行 っ て まい り ま

す。  

 ま ち づ く りに お き ま し て、 ハ ー ド 事 業・ ソ フ ト 事 業の バ ラ

ン ス も 重 要 でご ざ い ま す 。令 和 ８ 年 度 はソ フ ト 事 業 にも 注 力
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し て お り ま すが 、 そ の 一 つと し て 「 未 来へ 翔 た く太陽
てぃ ーだ

っ 子 育

成 事 業 」 が ござ い ま す 。 当事 業 は 、 県 大会 で 優 秀 な 成績 を 収

め 、 九 州 大 会・ 全 国 大 会 等へ 出 場 す る 児童 生 徒 の 保 護者 に 対

し 、 派 遣 費 用の 一 部 を 補 助す る 取 り 組 みで ご ざ い ま す。 本 市

は 、 ハ ン ド ボー ル を は じ めス ポ ー ツ ・ 文化 的 活 動 と もに 活 発

で 、 多 く の 児童 生 徒 が ス ポー ツ 競 技 等 にお い て 上 位 大会 に 出

場しております。令和８年度は、当事業に対し、前年度の約２

倍 の 予 算 措 置を 考 え て お りま す 。 ス ポ ーツ ・ 文 化 的 活動 を 通

じ た 全 国 の 児童 生 徒 と の 交流 は 、 子 ど もた ち に と っ て日 頃 の

練 習 の 成 果 を発 揮 す る 晴 れ舞 台 で あ り 、視 野 を 広 げ る貴 重 な

経験の場です。躍動する児童生徒を全力で応援するとともに、

引き続き保護者に対し広く支援してまいりたいと思います。  

 さ て 、 ま ちづ く り を 進 める う え で 羅 針盤 と な る 計 画・ 目 標

に 関 し 国 の 動向 を み ま す と、 ウ ェ ル ビ ーイ ン グ の 視 点が 広 が

りを見せております。ウェルビーイングとは、「身体的・精神

的・社会的に良好な状態」を 指す概念でございます。令和元年

の 骨 太 の 方 針に 盛 り 込 ま れて 以 来 、 令 和７ 年 ま で 継 続的 に 登

場 し 、 令 和 ３年 か ら は 「 Ｗｅ ｌ ｌ － ｂ ｅｉ ｎ ｇ に 関 する 関 係

府 省 庁 連 絡 会議 」 が 内 閣 府を 事 務 局 と して 設 置 さ れ 、 継 続 的

に 開 催 さ れ てお り ま す 。 これ ら の 動 き を踏 ま え 、 本 市に お き

ま し て も 、 現在 策 定 中 の 第五 次 浦 添 市 総合 計 画 後 期 基本 計 画

に お き ま し て、 ウ ェ ル ビ ーイ ン グ の 視 点を 新 た に 盛 り込 み た

い と 考 え て おり ま す 。 今 後は 、 ウ ェ ル ビー イ ン グ の 視点 を 意

識し、庁内各部局横断的な取り組みにより、市民の「幸福度」

「満足度」を高めていきたいと考えております。  

 一言に「まちづくり」といいましても、様々な分野 があり、

各分野におきましてもハード事業・ソフト事業がございます。

更 に 、 現 在 の課 題 解 決 ・ 未来 へ の 投 資 など 時 間 軸 を 意識 す る

必 要 が あ る など 、 様 々 な 位置 づ け の 取 り組 み を 同 時 に行 う 必
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要 が ご ざ い ます 。 広 い 視 野に 立 ち 、 全 体的 な バ ラ ン スを 考 慮

しつつ、未来を見据え、持続可能なまちづくりを推進し、本 市

の ま ち づ く りの 目 標 で あ る「 太 陽 と み どり に あ ふ れ た国 際 性

ゆ た か な 文 化都 市 」 の 実 現を 目 指 し 、 諸施 策 に 精 一 杯取 り 組

んでまいります。  

以 上 、 私 の 市政 運 営 に 対 する 基 本 姿 勢 及び 主 な 取 り 組み を

述べさせていただきました。  

 

そ れ で は 、 令和 ８ 年 度 の 取り 組 み に つ いて 、 ５ つ の 視点 で

概要をご説明いたします。  

 

１つ目は、「産業及びまちづくり振興」についてであります。 

産 業 振 興 に つき ま し て は 、新 た な 産 業 振興 計 画 に 基 づき 、

市 内 創 業 の 機運 醸 成 や 通 り会 等 市 内 事 業者 へ の 継 続 的な 支 援

に 加 え 、 飛 躍的 な 成 長 を 目指 す 市 内 企 業へ の 付 加 価 値向 上 支

援 や 商 品 開 発支 援 、 浦 添 市産 業 振 興 セ ンタ ー ・ 結 の 街の 機 能

強 化 な ど 、 関係 団 体 等 と 連携 を 図 り な がら 、 地 域 経 済の 活 性

化・本市の産業振興を図ってまいります。  

農 業 振 興 に つき ま し て は 、シ マ グ ワ の 栽培 管 理 支 援 を通 じ

て 、 品 質 の 向上 と 安 定 的 な生 産 を 図 り 、市 産 品 と し ての 普 及

に 努 め る ほ か、 作 物 の 保 護管 理 等 に よ り農 業 経 営 の 安定 化 を

支援してまいります。  

水 産 業 振 興 に つ き ま し て は 、 牧 港 漁 港 の 南岸壁
みなみがんぺき

改良
かいりょう

工事
こ う じ

や

泊地
は く ち

浚渫
しゅんせつ

工事
こ う じ

等の基盤整備を実施してまいります。また、魚礁
ぎょしょう

の 敷設
ふ せ つ

等 、 漁 業 者の 所 得 向 上 につ な が る 取 り組 み を 支 援 して

まいります。  

観 光 振 興 に つき ま し て は 、浦 添 前 田 駅 周辺 地 区 賑 わ い創 出
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事 業 の 推 進 や第 ２ 次 浦 添 市観 光 振 興 計 画に 基 づ く 取 り組 み を

進 め て い く ほか 、 観 光 地 域づ く り の 実 現の た め 、 浦 添市 観 光

協会をはじめ関係団体等と連携を図ってまいります。  

ま た 、 新 監 督の も と 東 京 ヤク ル ト ス ワ ロー ズ が 今 年 こそ 日

本 一 を 奪 還 でき る よ う 、 引き 続 き 支 援 を行 う と と も にキ ャ ン

プ 時 の 賑 わ い創 出 や 来 場 者に 向 け た 市 内周 遊 促 進 へ の取 り 組

みを実施してまいります。  

「てだこウォーク」につきましては、本市の歴史文化・地域

の 特 色 に 触 れる こ と が 出 来る 様 々 な ウ ォー キ ン グ コ ース や 幅

広 い 世 代 で 楽し め る イ ベ ント を 用 意 し 、参 加 者 の 皆 様が 一 日

を 通 し て そ れぞ れ の 楽 し みを 見 つ け ら れる よ う な 充 実し た 大

会づくりに努めてまいります。  

雇 用 対 策 に つき ま し て は 、人 手 不 足 問 題の 解 消 に 向 けて 関

係 機 関 や 企 業と 連 携 し 、 人材 の 掘 り 起 こし と 雇 用 の マッ チ ン

グ を 図 る こ とな ど に 取 り 組む と と も に 、若 年 者 の 就 労支 援 の

一 つ と し て 浦添 市 若 者 就 業支 援 事 業 に おき ま し て も 、引 き 続

き取り組んでまいります。  

西 洲 地 区 避 難道 路 整 備 事 業に つ き ま し ては 、 災 害 発 生時 に

周辺地域の方々が、迅速・安全に対処できるよう、避難道路の

整備に取り組んでまいります。  

ま た 、 西 海 岸地 域 開 発 の 一環 と し て 西 洲地 先 か ら 、 カー ミ

ー ジ ー 、 港 川、 牧 港 漁 港 まで を 人 流 ベ ルト 地 帯 と し て拠 点 整

備事業の計画を策定してまいります。  

都市交通につきましては、平成 23 年度に策定した浦添市交

通 基 本 計 画 の改 定 を 目 指 すと と も に 、 安全 で 快 適 な 道路 環 境

の 確 保 や 交 通渋 滞 の 緩 和 を図 る た め 、 市道 オ リ オ ン 通り 線 ほ

か ４ 路 線 の 効率 的 な 早 期 整備 や 市 道 安 波茶 沢 岻 線 の 事業 化 に

向け取り組んでまいります。  

沖 縄 都 市 モ ノレ ー ル に つ きま し て は 、 ３両 編 成 車 両 の導 入

を 進 め な が ら、 引 き 続 き 今後 の 旅 客 需 要等 に 見 合 う 輸送 力 増
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強のため、関係機関と連携し鋭意取り組んでまいります。  

水 道 事 業 に つき ま し て は 、安 心 ・ 安 全 で効 率 的 な 水 運用 を

実 現 す る た め、 配 水 管 網 全体 の 合 理 的 水運 用 を 図 り ます 。 あ

わ せ て 、 新 設及 び 更 新 に つ き ま し て も 耐震 化 を 進 め てま い り

ます。  

下 水 道 事 業 につ き ま し て は、 雨 水 処 理 とし て 小 湾 川 及び シ

リ ン 排 水 区 の整 備 を 行 い 、汚 水 処 理 と して は 土 地 区 画整 理 事

業 地 内 の 整 備を 推 進 し て まい り ま す 。 また 、 ス ト ッ クマ ネ ジ

メント計画による改築事業を進めてまいります。  

 

２つ目は、「教育及び文化振興」についてであります。  

情 報 教 育 に つき ま し て は 、Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス クー ル 構 想 の 新た な

展 開 を 見 据 え、 電 子 黒 板 など の Ｉ Ｃ Ｔ 機器 の 有 効 活 用を さ ら

に 深 化 さ せ 、児 童 生 徒 一 人一 人 の 可 能 性を 引 き 出 す 質の 高 い

主体的・対話的で深い学びの実現に努めてまいります。  

ま た 、 学 校 以外 の 場 に お きま し て も 、 子ど も た ち が プロ グ

ラ ミ ン グ 等 最新 の Ｉ Ｃ Ｔ 技術 を 駆 使 し て新 た な 価 値 を創 造 す

る 機 会 を 充 実さ せ 、 情 報 化社 会 の 進 展 に主 体 的 に 対 応で き る

よう人材育成に取り組んでまいります。  

特 別 支 援 教 育に つ き ま し ては 、 支 援 を 要す る 児 童 生 徒一 人

一 人 の 教 育 的ニ ー ズ に 応 じた 支 援 が 行 える よ う 、 学 びの 場 の

弾 力 的 な 見 直し を 進 め 、 市内 小 中 学 校 に特 別 支 援 教 育ヘ ル パ

ー を 配 置 す ると と も に 、 通級 指 導 教 室 を拡 充 し 指 導 内容 及 び

指 導 体 制 の 充実 や 、 特 別 支援 教 育 コ ー ディ ネ ー タ ー や臨 床 心

理 相 談 員 を 教育 委 員 会 に 配置 し 、 学 校 や保 護 者 へ の 支援 や 相

談体制の充実に努めてまいります。  

学校における法務相談体制につきましては、「スクールロイ

ヤ ー 制 度 」 を継 続 実 施 し 、学 校 で 生 じ てい る 様 々 な 事案 へ の

対 応 に つ い て、 子 ど も の 最善 の 利 益 を 考慮 し な が ら 初期 段 階

か ら 弁 護 士 によ る 法 的 な 助言 を よ り 積 極的 に 活 用 し 、事 態 の
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未然防止や深刻化することを防ぐことに努めてまいります。  

学 校 施 設 の 整備 に つ き ま して は 、 老 朽 化し た 沢 岻 小 学校 の

屋 内 運 動 場 の改 築 事 業 を 実施 し 、 児 童 の安 心 ・ 安 全 な教 育 環

境の確保を図ってまいります。  

ま た 、 近 年 の猛 暑 に よ る 学校 体 育 授 業 での 熱 中 症 予 防及 び

頻 発 す る 災 害等 を 踏 ま え 、避 難 所 と な る学 校 体 育 館 の防 災 機

能 強 化 等 を 図る た め 、 市 内小 中 学 校 体 育館 へ の 空 調 設備 の 整

備を進めてまいります。  

当 山 小 学 校 の過 大 規 模 解 消に つ き ま し ては 、 事 業 へ の同 意

の 状 況 を 踏 まえ 、 関 係 部 署と 事 業 展 開 につ い て 協 議 を 継 続 し

てまいります 。  

不 登 校 児 童 生徒 支 援 に つ きま し て は 、 個々 の 状 況 に 応じ て

段 階 的 に 適 切な 働 き か け を行 う と と も に、 不 登 校 児 童生 徒 が

自 ら の 進 路 を主 体 的 に 捉 えて 社 会 的 自 立が で き る よ う、 関 係

機関との連携を強化し取り組んでまいります。  

学 校 給 食 に つき ま し て は 、県 産 品 や 市 産品 で あ る 桑 やソ デ

イ カ な ど 地 場産 物 の 活 用 や旬 の 食 材 、 季節 の 行 事 や 児童 生 徒

の リ ク エ ス トに 応 じ た 給 食を 提 供 す る など 特 色 あ る 献立 作 成

に 取 り 組 ん でま い り ま す 。ま た 、 中 学 生を 対 象 に 琉 球漆 器 を

使 用 し た 給 食提 供 を 行 い 、沖 縄 の 伝 統 文化 に 触 れ 、 県産 品 を

活 用 し た 郷 土料 理 等 の 食 文化 の 継 承 、 食育 の 推 進 を 図っ て ま

いります。  

社会教育につきましては、学校・家庭・地域が連携し、子ど

も た ち の 学 びと 育 ち を 地 域全 体 で 支 え る取 り 組 み を 進め 、 放

課 後 子 ど も 教室 を 含 む 地 域学 校 協 働 活 動を 、 コ ミ ュ ニテ ィ ・

スクールと一体的に推進してまいります。  

中 央 公 民 館 につ き ま し て は、 老 朽 化 の ため 、 あ か ひ らス テ

ー シ ョ ン に 移転 し 、 市 民 から 親 し ま れ る学 び と 交 流 の場 と し

て 、 学 習 相 談に 親 身 に 応 じる と と も に 、情 報 提 供 や 学習 者 同

士の交流機会を創出してまいります。  
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文 化 芸 術 振 興に つ き ま し ては 、 ア イ ム ・ユ ニ バ ー ス てだ こ

ホ ー ル や 国 立劇 場 お き な わと 連 携 し 、 組踊 等 の 伝 統 芸能 や 国

内 外 の 魅 力 ある 文 化 芸 術 公演 に 親 し む 機会 の 創 出 等 、多 様 な

文化芸術の振興・推進に取り組んでまいります。  

美術館につきましては、令和６年度に寄贈を受けた 501 点

の 漆 器 を 紹 介す る コ レ ク ショ ン 展 の 開 催を 予 定 し て おり 、 漆

文 化 へ の 関 心を 高 め る と とも に 、 浦 添 の市 民 文 化 力 を発 信 し

てまいります。  

市立図書館につきましては、生涯学習及び課題解決の支援、

多 様 化 ・ 高 度化 す る 市 民 のニ ー ズ や 社 会変 化 に 対 応 した 「 暮

らしに寄り添う図書館」を目指し、引き続き読書案内、電子図

書館の推進、企画展示等の実施、おはなし会やＹＡ文芸賞等、

児童生徒の読書推進に努め てまいります。  

文 化 財 保 護 につ き ま し て は、 市 内 に 残 る文 化 財 の 保 護と 継

承 及 び 活 用 に努 め 、 歴 史 と文 化 の 薫 る まち づ く り を 進め て ま

いります。  

国 際 交 流 に つき ま し て は 、浦 添 市 国 際 交流 協 会 及 び ＪＩ Ｃ

Ａ沖縄と連携し、各種交流活動を推進してまいります。  

友 好 都 市 交 流に つ き ま し ては 、 愛 知 県 蒲郡 市 及 び 中 国泉 州

市 と の こ れ まで の 交 流 実 績を 踏 ま え 、 より 一 層 両 市 の交 流 の

輪を広げ友好の絆を深めてまいります。  

平 和 事 業 に つき ま し て は 、次 世 代 へ 、 戦争 の 歴 史 と 平和 へ

の願 い を 風化 させ る こ とな く継 承 す るた めの 取 り 組み とし て 、

中 学 生 平 和 交流 事 業 な ど を引 き 続 き 実 施し 、 市 民 の 平和 意 識

の高揚を図ってまいります。  

 

３つ目は、「福祉及び子育て支援」についてであります。  

す べ て の 市 民が 、 安 心 し て快 適 に 暮 ら すこ と の で き る福 祉

の ま ち づ く りを 総 合 的 に 推進 し 、 や さ しさ に あ ふ れ た福 祉 の

まちを目指して取り組んでまいります。  
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ま た 、 市 民 一人 一 人 の 暮 らし と 生 き が い、 地 域 を と もに 創

っ て い く 地 域共 生 社 会 の 実現 を 図 る た め、 令 和 ８ 年 度か ら 重

層 的 支 援 体 制整 備 事 業 を 実施 し 、 社 会 福祉 協 議 会 を はじ め と

し た 支 援 関 係機 関 や 地 域 住民 等 と 連 携 を図 り 、 高 齢 者、 障 が

い 者 、 子 ど も、 生 活 困 窮 者等 と い っ た 世代 や 分 野 を 超え た 包

括 的 な 支 援 体制 を 整 備 し 、複 雑 化 ・ 複 合化 し た 地 域 の生 活 課

題に対応してまいります。  

母子保健につきましては、親子健康手帳交付時からの相談、

保 健 指 導 を はじ め 、 乳 幼 児健 康 診 査 、 各種 教 室 な ど を実 施 す

るとともに、すべての妊産婦、子育て世帯、こどもを対象とし

て、「こども家庭センター」において母子保健機能と児童福祉

機 能 の 両 機 能を 一 体 的 に 運営 し 、 包 括 的で 切 れ 目 の ない 支 援

に引き続き取り組んでまいります。  

ま た 、 妊 娠 期か ら 切 れ 目 のな い 支 援 を 行う た め 、 妊 婦等 包

括 相 談 支 援 事業 及 び 妊 婦 のた め の 支 援 給付 交 付 金 事 業を 通 じ

て 、 伴 走 型 相談 支 援 と 経 済的 支 援 を 一 体的 に 実 施 し 、妊 産 婦

等への支援の充実を図ってまいります。  

歯 科 保 健 に つき ま し て は 、妊 婦 歯 科 健 診、 ２ 歳 児 歯 科健 診

を 引 き 続 き 実施 し 、 妊 娠 期か ら 乳 幼 児 期ま で の 口 腔 ケア に 対

する意識向上を推進してまいります。  

自殺対策につきましては、「いのち支える第２次浦添市自殺

対 策 行 動 計 画」 に 基 づ き 、す べ て の 人 がか け が え の ない 個 人

と し て 尊 重 され 、 誰 も 自 殺に 追 い 込 ま れる こ と の な い地 域 社

会の実現を目指してまいります。  

就学前教育・保育につきましては、人格形成の基礎を 培
つちか

う

乳 幼 児 期 の 重要 性 を 踏 ま え、 教 育 保 育 内容 の 充 実 や 多様 な ニ

ー ズ に 対 応 した 質 の 高 い 就学 前 教 育 ・ 保育 の 推 進 に 努め 、 安

心して子育てができる環境づくりに取り組んでまいります。  

そ の 一 つ と して 、 医 療 的 ケア 児 を は じ め、 発 達 支 援 教育 保
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育 な ど 、 支 援を 必 要 と す る児 童 の 受 け 入れ に つ い て 、様 々 な

手 法 を 検 討 した 体 制 づ く りに 努 め な が ら、 支 援 児 の 健や か な

成長と、その家族の支援に努めてまいります。加えて、保育者

の 処 遇 改 善 を実 施 し 、 利 用児 童 の 受 け 皿確 保 に 向 け た保 育 人

材の確保に引き続き取り組んでまいります。  

放 課 後 児 童 健全 育 成 事 業 につ き ま し て は、 引 き 続 き 補助 金

等 に よ る 運 営支 援 や 支 援 員の 処 遇 改 善 、保 護 者 の 負 担軽 減 に

取 り 組 ん で まい り ま す 。 加え て 、 公 的 施設 の 指 定 管 理者 制 度

の導入により、更なる質の向上に取り組んでまいります。  

乳児等通園支援事業、いわゆる「こども誰でも通園制度」に

つ き ま し て は、 本 市 で は 令和 ６ 年 度 か ら積 極 的 に 試 行的 事 業

を 展 開 し て きた と こ ろ で ござ い ま す が 、令 和 ８ 年 度 から は 給

付 制 度 化 さ れ本 格 実 施 と なり ま す 。 こ れま で の 好 事 例や 課 題

を 活 か し て 、受 け 皿 の 確 保を は じ め 、 本事 業 の 充 実 に向 け て

鋭意取り組んでまいります。  

児童虐待の早期発見と虐待防止につきましては、「こども家

庭センター」の機能を活かし、すべての妊産婦、子育て世帯、

こ ど も へ 一 体的 に 相 談 支 援を 行 い 、 多 様な 家 庭 環 境 等に 対 す

る 支 援 体 制 の充 実 ・ 強 化 を図 る と と も に、 体 罰 に よ らな い 子

育 て の 推 進 、Ｄ Ｖ 対 策 と の連 携 強 化 、 こど も の 権 利 の普 及 啓

発に関係機関と連携を図り取り組んでまいります。  

高 齢 者 福 祉 につ き ま し て は、 医 療 ・ 介 護・ 介 護 予 防 ・住 ま

い ・ 生 活 支 援を 一 体 的 に 提供 す る 、 地 域包 括 ケ ア シ ステ ム を

より一層推進してまいります。  

ま た 、 高 齢 者が 地 域 で 自 分ら し い 生 活 を送 る こ と が でき る

よ う 、 心 身 機能 の 低 下 や 認知 機 能 の 低 下が み ら れ る 住民 の 早

期 把 握 に 努 め、 介 護 予 防 活動 へ の 参 加 を促 し 、 地 域 の課 題 や

資 源 の 把 握 、介 護 予 防 ・ 生活 支 援 サ ー ビス の メ ニ ュ ーや 活 動

の場の拡充を図ってまいります。  

障 が い 児 ・ 者支 援 に つ き まし て は 、 基 幹相 談 支 援 セ ンタ ー
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と 一 般 相 談 委託 事 業 所 の 連携 を 密 に し 、相 談 内 容 に 応じ た 支

援 の 充 実 を 図っ て ま い り ます 。 ま た 、 ピア ラ ル う ら そえ に お

きましては、指定管理者と連携し、児童発達支援センター、医

療 的 ケ ア 児 支援 、 地 域 生 活支 援 拠 点 等 の整 備 強 化 に 努め 、 障

が い 児 ・ 者 が地 域 で 安 心 して 生 活 で き るよ う 取 り 組 んで ま い

ります。  

国 民 健 康 保 険に つ き ま し ては 、 国 民 健 康保 険 税 の 改 正に 伴

い健全な財政運営と公平な負担を推進してまいります。また、

令和８年度から開始される「子ども・子育て支援金制度」につ

き ま し て も 、国 民 健 康 保 険及 び 後 期 高 齢者 医 療 制 度 を通 じ て

市 民 へ ご 負 担い た だ く こ とに な り ま す が、 社 会 全 体 で子 育 て

世 帯 を 応 援 する こ と へ の 深い ご 理 解 と ご協 力 が 得 ら れる よ う

努めてまいります。  

社 会 問 題 と なっ て い る 養 育費 の 不 払 い につ き ま し て は、 養

育 費 弁 護 士 法律 相 談 及 び 公正 証 書 等 作 成支 援 補 助 金 によ る 養

育 費 の 取 り 決め な ど 、 確 実な 養 育 費 確 保に 向 け た 取 り組 み を

継 続 し 、 当 該支 援 内 容 の 周知 及 び 養 育 費確 保 の 重 要 性に つ い

て引き続き社会的な機運醸成を図ってまいります。  

母 子 生 活 支 援施 設 に お き まし て は 、 入 所者 の 自 立 促 進に 取

り 組 み 、 地 域で の 生 活 の 総合 的 な 支 援 を実 施 す る と とも に 、

地 域 の 子 育 て世 帯 の 養 育 支援 の ほ か 、 ひと り 親 家 庭 の就 業 促

進 及 び 児 童 の学 習 等 を 支 援す る 各 種 事 業に 取 り 組 ん でま い り

ます。  

子 ど も の 貧 困対 策 に つ き まし て は 、 対 象と な る 子 ど もが 安

心 ・ 安 全 に 過ご せ る 居 場 所の 確 保 に 努 める と と も に 、学 校 や

地域、関係機関と連携し、情報共有を図りながら、個々の状況

に応じた支援を実施してまいります。  

 

４つ目は、「安心安全で快適な環境のまちづくり」について

であります。  
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地域防災につきましては、出前講座等による家庭での防災・

減 災 の 取 り 組み な ど の 自 助の 啓 発 、 事 業者 等 と の 災 害時 協 力

体 制 の 構 築 や協 定 締 結 、 自主 防 災 組 織 設置 に 向 け た 取り 組 み

に よ る 共 助 の推 進 、 食 料 や物 資 の 備 蓄 をは じ め と し た公 助 の

強 化 に 努 め ると と も に 、 関係 者 と 避 難 訓練 等 の 津 波 対策 に 取

り組んでまいります。  

ま た 、 災 害 時等 に 自 ら の 命を 守 る た め の行 動 に つ な げる こ

と が で き る よう 、 防 災 行 政無 線 を は じ め、 ホ ー ム ペ ージ や Ｓ

Ｎ Ｓ な ど 、 様々 な 手 段 に より 、 迅 速 に 情報 を 伝 達 す るよ う 努

めてまいります。  

消 防 関 連 に つき ま し て は 、複 雑 多 様 化 ・大 規 模 化 す る災 害

現 場 や 増 加 傾向 に あ る 救 急出 場 へ 対 応 する た め 、 消 防車 両 ・

資 機 材 等 整 備更 新 計 画 に 基づ き 、 老 朽 化し た 車 両 ・ 資機 材 の

更新を行ってまいります。  

ま た 、 火 災 予防 に 重 点 を 置き 、 防 火 対 象物 及 び 危 険 物施 設

の 防 火 管 理 体制 の 強 化 を 図り 、 消 防 用 設備 等 の 消 防 法令 違 反

の 是 正 に 取 り組 み 、 一 般 住宅 へ の 火 災 予防 対 策 と し て、 消 防

団 員 や 女 性 防火 ク ラ ブ な どの 組 織 と 連 携し 、 防 火 指 導を 実 施

してまいります。  

公 園 に つ き まし て は 、 指 定管 理 者 制 度 の適 正 な 運 用 によ る

公園管理に努めるとともに、「都市公園長寿命化計画」等に基

づ き 遊 戯 施 設や 修 景 施 設 等の 公 園 施 設 の更 新 及 び 維 持保 全 に

取り組み、市民の憩いの場所づくりに努めてまいります。  

環 境 に や さ しい ま ち づ く りの 推 進 に つ きま し て は 、 次世 代

を 担 う 子 ど もた ち を 対 象 とし た 環 境 学 習講 座 や 、 環 境リ ー ダ

ー 養 成 講 座 を実 施 す る と とも に 、 カ ー ミー ジ ー 周 辺 の里 浜 保

全 に つ い て 、市 民 協 働 に よる 海 岸 清 掃 等に 取 り 組 ん でま い り

ます。  

中 城 村 ・ 北 中城 村 と 共 同 で整 備 す る 新 クリ ー ン セ ン ター に

つきましては、令和 11 年度の施設供用開始に向けて、令和８
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年 度 は 建 設 工事 や 環 境 影 響評 価 事 後 調 査等 に 取 り 組 んで ま い

ります。  

 

５つ目は、「市民協働の推進及び市政経営」についてであり

ます。  

市民協働につきましては、市民、市民団体、事業者及び市が

お 互 い の 立 場を 尊 重 し 協 力し な が ら 地 域課 題 の 解 決 に向 け て

取り組む「市民協働体制」を目指し、「第五次浦添市まちづく

り 生 涯 学 習 推進 計 画 」 に 沿っ て 、 引 き 続き 各 主 体 の 自主 的 な

まちづくり活動を支援してまいります。  

浦 添 て だ こ まつ り に つ き まし て は 、 多 くの 市 民 の 参 加・ 交

流 を 通 じ て 、連 帯 意 識 を 高め る こ と を 目的 に 実 施 し てお り 、

令和８年度は第 49 回目の開催となります。多くの市民が訪れ

るため、安心・安全に楽しめるよう実施してまいります。  

男 女 共 同 参 画の 推 進 に つ きま し て は 、 すべ て の 人 が 性別 に

関 わ ら ず 個 人と し て 尊 重 され 、 社 会 の あら ゆ る 分 野 にお い て

“ 自 分 ら し さ” が 尊 重 さ れる 社 会 の 実 現に 向 け 施 策 を推 進 す

る と と も に 、女 性 活 躍 推 進法 に 基 づ き 、女 性 が 働 き やす い 環

境 づ く り や 政策 ・ 方 針 決 定過 程 へ の 女 性の 参 画 拡 大 を目 指 し

てまいります。  

広 報 に つ き まし て は 、 広 報誌 を は じ め 、ホ ー ム ペ ー ジや Ｓ

Ｎ Ｓ な ど を 活用 し て 情 報 発信 し 、 開 か れた 市 政 運 営 に努 め て

まいります。  

ス マ ー ト 自 治体 の 推 進 に つき ま し て は 、電 子 申 請 シ ステ ム

等 を 活 用 し 、オ ン ラ イ ン で手 続 き 可 能 なサ ー ビ ス を 拡充 す る

ことで、市民の利便性向上に努めてまいります。  

ま た 、 マ イ ナン バ ー カ ー ドを 利 用 し た 証明 書 コ ン ビ ニ交 付

サ ー ビ ス に つき ま し て は 、引 き 続 き 安 定的 な 稼 働 を 確保 す る

と と も に 、 カー ド の 取 得 促進 及 び 利 活 用の 拡 大 を 図 って ま い

り ま す 。 あ わせ て 、 地 方 公共 団 体 情 報 シス テ ム の 標 準化 に 関
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す る 法 律 及 び基 本 方 針 に 基づ き 、 基 幹 系業 務 シ ス テ ムに つ い

て 、 ガ バ メ ント ク ラ ウ ド を活 用 し た 標 準準 拠 シ ス テ ムへ の 移

行 を 円 滑 か つ安 全 に 進 め 、住 民 サ ー ビ スの 向 上 等 に 取り 組 ん

でまいります。  

福 祉 関 連 総 合拠 点 施 設 整 備事 業 に つ き まし て は 、 市 内の 老

朽 化 し た 公 共施 設 や 福 祉 施設 の 機 能 を 集約 化 し た 「 福祉 関 連

総 合 拠 点 施 設」 の 整 備 に 向け て 、 基 本 計画 の 策 定 に 取り 組 ん

でまいります。  

以上、令和８年度の取り組みについて述べてまいりました。 

 

続きまして、予算について申し上げます。  

令 和 ８ 年 度 の予 算 に つ き まし て は 、 厳 しい 財 政 状 況 の中 、

選択と集中を意識して編成いたしました。  

その結果、  

一般会計において６７９億５，０００万円  

特別会計において２６５億４，８０９万７千円  

企業会計において  ７６億４，６９２万７千円  

となっております。  

 

本 定 例 会 に あた り 、 一 般 会計 予 算 の ほ か、 多 く の 議 案を 提

案 し て お り ます が 、 各 議 案の 詳 細 に つ きま し て は 、 所管 部 長

等より説明させていただきます。  

なお、議案第 11 号、議案第 13 号及び議案第 15 号の「補正

予 算 」 の 議 案に つ き ま し ては 、 先 議 案 件と し て ご 審 議賜 り ま

すようお願い申し上げます。  

何 と ぞ 議 員 各位 の 慎 重 な るご 審 議 の う え、 議 決 を 賜 りま す

ようお願い申し上げます。  

 

               令和８年２月 20 日  

               浦添市長  松本  哲治  


